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環 境 中 の 微 小 粒 子 の 挙 動 に つ い て 一簡 易装置に よるSPM の測 定－

○ 中山栄子Ｗ 岸香織 ” 伊瀬 洋昭“ ゛ 保月 さお 少 佐藤 が　 中島利誠 大

‾（ 昭゙和 女大、哨 沼和女 大／現 東京 学芸大、*4tit都立産技研 ）

【目的】浮遊粒子状物質(SPM) は健康への影響面から最も憂慮される大気汚染物質のひとつである。SPM

の47.7% を占めるのが自動車(主にディーゼル車)からの排気粒子であることから、幹線道謝寸近における

SPM の水平及び鉛直分布を知るための一法として簡易計測を試みた。

【方法 】本 研究では三mi 屋か ら昭和 女子大学まで の一帯(国道

246 柚 と詳 高速 ３ 裾 を含 む)9 箇所お よび沿道 １ 箇所の鉛

直方向11 箇所 を測定地点 と定め 約半年 に渡り測定を行 なった。

測定には ミニ ポンプを 用い、３分 間(3Umm) 空気を濾紙 に通

過 させ、濾紙 上にSPM を捕集 した。濾紙 の汚れを色差 で評 価し、

PM,, 換算m 集質量を算出 した｡

【結果 】水平分布 において は気 象条件 の影 響が顕著 に見られた。

北風の場合 と南風 の場 合の､SPM 分布 の相違を簡易測 定で 十分

評価す るこ とが 出来た。 鉛直 分布 におい ては、 二本 の幹線 道路

の脇地点が明 らかにSPM が高濃度に なって おり、SPM の発生

源 の多くを 占めるも のが自動車であ るこ との裏づ けになった。

2 P-62 内装用接着剤から放散される揮到生有機 化合物

久保田紀久枝 ○南剖鰍 菜
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図Ｉ SPM 鉛直分布

(目的) 演者らは、室内空気質 に影 響を及ぼす内装材料を検索 することを目的とし種々の内装材料から放散される

揮発性 剖 幾化合物(ＶＯＣs) を分析している。その一環として床材の接着などに使われる市販の接着剤から放散され

るＶＯＣs について分析した。

(方法)| 環 竟に配慮して改良された市販のボンド類４種を試料とした｡|樺材(5  cm ｘ 5 cm) または スレ二トに接着

剤0.5g を塗布し- 5 分または10 分放B 後に別の樺材を貼り試験体とした。試験体隠調 製後、室内に放置し、1 日

後、1 運 用、1 ヶ月および ２ヵ月御 こ讃掟 した。分 析には、発生ガス導入装置を用いたダイナミックヘッドスペー

ス法を応用したHe ガスをRflmi/tninで送り、M ℃でTenaxTA 櫃 旨に10 分間捕集した。オンラインでGC-MS

分析を行った。

{結豹 接着剤により、トルエンやBHT, イソパラフィン類 愕 職 されるものやほとんどVOCS が放散されない

ものなど種類による特徴ｶ現 られた。接着剤塗布後、別の木 材を貼る前に放置する時間が長い力が 放散 ＶＯＣ 量

力沙 ない傾向にあった。また、１ 日後と比較して、１ ヵ月後では6 ％未満、2 ヵ月後で ま2% 未満と ＶＯＣs 放散

量は大幅に減少した。接着剤の ＶＯＣ は揮発性が高いことより、塗布後の放置時間、接着後の換気 や放置時間を

工夫することにより室内空気質への影響が軽減されることが示唆された。
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